
今月は「マンションストックの価値向上」についてレポートし

ました。1956年に竣工した日本初の民間分譲マンション「四谷コー

ポラス」は、オートロック・ダストシュート等の革新的な設備を備え、

現代のマンションの先駆的存在でした。当時の大卒の初任給が約

1万円の時代、広いタイプの価格は約230万円で高級マンション

として販売されましたが、老朽化が進み耐震性に問題があること

がわかり、2017年に建替え決議が成立、2019年に新たなマンショ

ンとして生まれ変わりました。同物件の建替えでは、世代を超え

て継承された良好なコミュニティ基盤による合意形成が実現しま

したが、一般的に建替えプロセスには多大な労力と時間を要します。

建替えによらない、マンション価値存続のための「リフォーム」の

マニュアルの策定は、今後高経年マンションが増加していく中で、

今以上にその重要性を増すことと考えます。

変わるまち・未来に続くまちでは「東京都内の集落 奥多摩」を

取り上げました。東京都奥多摩地域では、故郷を持たない都市住

民に第二の故郷を提供する革新的なプロジェクトが進行中です。

一方、大阪うめきたでは、世界最大級の都市公園を核とした複

合開発が展開されています。

規模も性格も異なる2つのプロジェクトですが、新たな価値観

の創造と都市空間を私たちに見せてくれることでしょう。目の前

に新たな風景が広がる日が待ち望まれます。

巻頭ページをご覧になられた方はお気づきかと存じますが、長

年にわたり巻頭ページをご担当頂いていた見城先生のエッセイが、

今月号を持ちまして終了となります。長年の本誌へのご寄稿に感

謝すると共に、見城先生がますます健康でご活躍されますことを

研究所員一同祈念しております。また、１月号より裏表紙にアン

ケートフォームに連動した二次元コードを付しています。皆様か

らの忌憚なきご意見をお待ちしております。
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2025年問題が問うもの ～超高齢化社会を支える「ビジネスケアラー」の事情～

2025年、団塊世代が
全て75歳となることで人口の約18％が
後期高齢者となる超高齢化社会を迎えた。
そこで今月号は超高齢化社会に潜む
諸課題についてデータを読み解いていきたい。

高齢化や生産人口の減少を背景に、就労と介護を両立

する「ビジネスケアラー」の増加が社会的課題として顕在化

している。経済産業省によると2030年時点で約9兆1,792億

円の経済損失が試算されており、特に仕事と介護の両立困

難による労働生産性損失額はその86％ほどを占めることが

見込まれている。家族介護者の合計人数は年々増加をしており、

ビジネスケアラーの割合は2025年には約38％（300万人超）

に達する見通しであり、その数は2030年にピークを迎えると

されている  図 1 。

年齢階層別の分析では2025年時点で50～54歳が最も多

く、同年齢層人口の約15％に相当すると試算される。また

2020年から2025年にかけて40～49歳の年齢層で人数が約

倍増しており、急激な変化が見られた  図 2  図 3 。この

年齢層は企業において中核の役割を担う世代であり、かつ

ビジネスケアラーの大多数が59歳以下の正規雇用者である

ことを鑑みると、企業活動への影響は看過できない可能性

が示唆される。

図1  出所；国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推
計）中位推計」、総務省統計局「就業構造基本調査（平成24年、平成29年）」、厚生
労働省「雇用動向調査（平成25年～令和3年）」

図2  出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推
計）中位推計」及び総務省統計局「就業構造基本調査（平成24年、平成29年）」

図3  国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推計）中位
推計」推計値と総務省「人口推計（2025年1月報）」を基に長谷工総合研究所にて試算。

家族介護者・ビジネスケアラー・介護離職者の人数の推移 図 1
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2020年時点の年齢階層別ケアラー人数推移 図 2
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2025年時点の年齢別ケアラー人口比 図 3
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